
瑞穂市公共下水道等説明会質疑応答集 

 

【本田小校区】 

 

平成２３年１１月１５日（火） 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 井戸のみを使用している場合、下水道使用料はどのように算定するのか。 

Ａ 井戸の場合は、市が井戸のポンプにメーター器を設置し市で検針します。その水量を

基に下水道使用料を算定します。 

Ｑ 井戸水を水槽に送っていますが、その水量は下水道使用量の対象になるのか。 

Ａ 自費で減水用のメーター器を設置して頂き、その分の水量を市へ申請いただければ下

水道使用料の対象外にできます。 

Ｑ 処理場の位置はどこか。 

Ａ 現段階では決定していません。いくつかの候補地がありますが、地域や地権者との関

係もあり現状は非公開です。今後、議会と協議しながら決定していきます。 

Ｑ 小学校校区ごとに整備していく場合、小学校校区が広いところでは、地域での下水道

要望のコンセンサスが得られにくいのでは。 

Ａ 今回は、小学校校区を対象として説明会を行っています。下水道整備の考え方は、概

ね小学校校区ぐらい範囲で整備区域を順次決めて行き、その１区域を５年から７年で

整備しています。そのため、例えばこの本田地区を優先的に整備して欲しいと考えて

おられるなら、本田小校区全体での下水道整備のコンセンサスを得て頂きたいと思い

ます。 

Ｑ 地域の要望によって、下水道整備に順番があると聞いたがその基準は何ですか。 

Ａ 現段階では、まだ基準を決めていません。今後、汚濁が進んでいる地域や相対的に下

水道接続要望が高いなどの基準を設けて決定していく予定です。 

Ｑ 排水設備工事の費用はいくらぐらいかかるのか。 

Ａ それぞれの家で工事内容が異なりますので、お答えはできません。お手数ですが、下

水道指定工事店に見積もりを依頼し確認して下さい。 

Ｑ 合併浄化槽の場合でも下水道へ接続しなくてはいけないのか。 

Ａ 現行の法律では接続義務があります。しかし、合併浄化槽も生活雑排水まで汚水処理

をしているので、無理に下水道へ接続することのお願いはしていません。 

Ｑ 下水道施設は、災害に対してどのような対策をしているか。 

Ａ 今回の地震での影響はほとんど津波によるものであり、地震での影響は限定的でした。

しかし、瑞穂市は液状化の可能性があります。今後、液状化対策の指針が明確になる

と思いますので、その設計指針に基づいて整備を行います。 

Ｑ 液状化対策などの指針で工事費を算出し直した場合、事業費が増えるのでは。 

Ａ 指針の内容によっては工事費を変更することもあります。 

Ｑ なぜ全体工事費を明確にできないのか。 

Ａ すべての地域を一度に下水道整備する訳ではなく、地域ごとに順次整備していく予定

です。そのため、５年後に完成する場所、２０年後に完成する場所など違いがあるた



め、現状では概算金額となります。 

Ｑ 下水道が使える地域で、どのぐらいの人が下水道を使っているのか。 

Ａ 西地区の一般住宅では約７割、別府地区で約４割、呂久地区では約９割８分ほどです。 

Ｑ 農地も受益者負担金は賦課されるのか。 

Ａ 詳細はまだ決定していませんが、他の自治体などの例を参考にすると農地も受益者負

担金を賦課しています。しかし、宅地になるまで猶予する制度が一般的であります。 

 

平成２３年１１月１６日（水） 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 現行の受益者分担金の延べ床の割増について、事業所に住んでいる場合はすべて対象

になるのか。 

Ａ 事業所については、すべて対象になります。 

Ｑ 公費で設置してもらえる下水道施設の範囲はどこまでか。 

Ａ 敷地内の公共汚水ますまでが公費負担で、その他は個人負担になります。 

Ｑ 合併浄化槽と下水道を比較した場合の費用はどうなりますか。 

Ａ 浄化槽の年間保守点検清掃費ですが、単独浄化槽の場合は約３２，０００円、合併浄

化槽については約５３，０００円ぐらいが多いと聞いています。また、ほかにブロワ

ーの電気料金や修繕費用も必要になります。しかし、下水道使用料は使った量に応じ

てになりますので、各々によって変わってきます。 

Ｑ 井戸の場合、メーター器を付ける位置と口径はどうなるのか。 

Ａ メーター器を設置する位置は井戸ポンプ付近で、口径は既存の口径に合わせることに

なります。 

Ｑ 受益者負担金について、農地はどうなるのか。 

Ａ 宅地になるまで猶予する制度が一般的です。 

Ｑ 下水道が遅れているのは市民のせいではなく行政の責任ではないのか。 

Ａ その通りです。 

Ｑ コミ・プラの接続率が低いのは、下水道へ接続するのにお金がかかり過ぎるからでは

ないのか。 

Ａ 排水設備工事にお金がかかるのは事実です。皆さんにそのための貯金をお願いしてい

る次第です。 

Ｑ 何故こんなに下水道が遅れているのか。 

Ａ 過去において治水や区画整理事業などの整備優先度が高かったため、現在に至るまで

下水道整備が進められなかったのが原因ではないかと推測しています。 

Ｑ 排水設備工事費が割高になる場合は、補助金を出してはどうか。 

Ａ 現在は、融資あっ旋制度や利子補給制度がありますので、そちらをご利用いただけれ

ばと思います。特に割高の場合など今後検討していきます。 

Ｑ 融資あっせんの限度額が１００万円までだか、それ以上かかる人はいるのか。 

Ａ １０万円で済む場合もあれば１００万円以上かかる場合もあります。それは、便器の

改修費用なども含んでいる場合があるからです。 

Ｑ 終末処理場の位置はどこですか。 



Ａ 現在、議会と適した位置を検討している最中です。 

Ｑ 合併浄化槽の場合、受益者負担金は猶予されるのか。 

Ａ その前に、合併浄化槽のみの地域にも下水道を整備するかどうかを検討しています。

下水道が供用開始されれば賦課されることになります。 

Ｑ 合併浄化槽は下水道が供用開始してもそのまま使えるのか。 

Ａ 現行の法律では下水道への接続義務があります。実際は、既存処理区においては合併

浄化槽を使用しているかたもいます。 

 

平成２３年１１月１７日（木） 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 私道にも下水道管を布設してもらえるのか。 

Ａ 私道でも基準を満たしている場合は、下水道管を布設します。 

Ｑ 共有の集中浄化槽（合併）の場合は受益者負担金は必要か。 

Ａ その場合でも、下水道が供用開始されれば受益者負担金は賦課されます。 

Ｑ 受益者負担金は、面積に単価をかけて算出するのか。 

Ａ 受益者負担金の算出方法について、他の自治体を参考にすると敷地の面積に単価をか

けて算出してる場合が多いです。 

Ｑ 私の家は、家が実際建っている宅地部分のほかに、畑もあるし、庭も広いのだが、そ

の部分もその面積に含まれるのか。 

Ａ 課税上宅地になっていれば含まれます。家庭菜園なども賦課しますが、課税上農地で

あれば猶予することもできます。 

Ｑ 瑞穂市の上水道の水源は何ですか。 

Ａ 地下水です。 

Ｑ 家庭から出る排水は市内の河川を通じて長良川へ流れていると思われるが、上水道と

してその水を取水している自治体はあるのか。 

Ａ ないと思います。 

Ｑ 水を汚しているのは、単独浄化槽が原因ではないか。それならば、多大な費用を要す

る下水道事業ではなく、この単独浄化槽を合併浄化槽へ入れ替える方が良いと思うの

だが。 

Ａ 将来的には合併浄化槽も老朽化するので、この点も踏まえて恒久的な公共下水道を整

備することが効率的であると考えています。また、下水道は道路や公園などと同様な

都市基盤として考えています。 

Ｑ 下水処理場はどこにできるのか。 

Ａ 現在、議会と検討しています。 

Ｑ 処理場は校区ごとに作るのか。 

Ａ 新たに下水道を整備する区域の処理場は１箇所で考えています。 

Ｑ 瑞穂市の地盤高の差はどれくらいあるのか。 

Ａ 市全域で６ｍくらいです。 

 

 



平成２３年１１月２１日（月） 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 合併浄化槽、下水道のメリット、デメリット 

Ａ 人が散住する地域においては合併浄化槽の方が効率的ですが、市街化区域や集落地な

ど人口が集中している場所などでは集合処理（下水道）の方が効率的です。 

Ｑ 井戸は勝手に掘れてしまうので、下水道使用料が賦課されない可能性があるのではな

いか。 

Ａ 確かに井戸を掘るのに許可はいりませんが、仮に勝手に掘ってその分の汚水を下水道

に排除したことが判明すれば、遡及して請求するとともに、悪質であれば５倍の使用

料、ほかに過料などがあります。 

Ｑ 下水道をすぐに整備してほしい。 

Ａ 特定の地域からというのは難しいので、今後、地域の要望などを伺いながら進めたい

と思います。 

Ｑ 下水道の耐用年数はどれくらいか。 

Ａ 国が示しているマニュアルでは、平均で管きょは７２年、終末処理場は３３年です。 

 

平成２３年１１月２２日（月） 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 整備区域の順位はどのように決めるのか。 

Ａ まず、処理場の位置が決定してからになりますが、水質汚濁が進んでいる地域や整備

の要望が高いところ、効率性なども勘案して整備区域を決定していきます。 

Ｑ 説明会に参加している人数を教えて欲しい。 

Ａ 1日目６０人、２日目９６人、３日目２７人、４日目１２１人、５日目５人です。 

Ｑ 基金はいつから積み立てているのか。 

Ａ 以前からの積立が４億円、昨年度２億円で本年度の予算分まで含めて現在１１億円で

す。また、毎年５億円を積み立てることを目標としています。 

Ｑ 下水道が整備されることによって、固定資産税は上がるのか。 

Ａ 固定資産税の評価内容に下水道があるかないかの項目はあると聞いています。しかし、

賦課するのは税務課ですので、下水道課では分かりかねます。 

Ｑ 今から下水道が整備されるまでに建てた家の浄化槽はどうなるのか。 

Ａ 今後、接続をお願いする優先順位としては、汲み取り便所、単独浄化槽の順で、合併

浄化槽はその後になります。 

Ｑ 合併浄化槽の場合も受益者負担金は賦課されるのか。 

Ａ 受益者負担金は、一般的には下水道が供用開始した時点で賦課されます。しかし、瑞

穂市の新しい処理区の受益者負担金制度については、今後どのような制度にするのか

まだ決まっていません。 

Ｑ 浄化槽の整備費用は個人負担なのか。 

Ａ 合併浄化槽の設置費用は個人負担になります。しかし、現在は市からの補助金があり

ますので、実際の整備費用と補助金の差が個人負担額となります。 

 



平成２４年1月２６日 東只越公民館 

 

Ｑ 下水道が整備されれば水路清掃をしなくてよいのか 

Ａ １００％下水道に接続されるか合併浄化槽になれば、雨水排除は公費負担なので道路

側溝などは市で清掃することになります。（農業用排水路は含みません。） 

Ｑ 処理場の近くから整備した方が安価に済むのではないか。 

Ａ 費用の面からのみを考えるとその通りです。しかし、実際には整備しても接続がなけ

れば意味がなく、また公平性の観点からも要望を聞いて整備する区域や順位を決めて

いきたいと考えています。 

Ｑ 下水道がしばらくこないということで合併浄化槽にしたのだが、今後どうすればよい

か。 

Ａ 合併浄化槽の方については、市が接続を強制するのではなく、可能な限り個々の接続

意思を尊重していく予定です。 

Ｑ 公共汚水ますはどの時点で設置するのか。 

Ａ 今後整備する下水道については下水道本管を整備するときに、個々に宅地のどこに公

共汚水ますを設置するのか希望を確認させて頂き、市費でその位置に下水道本管工事

と合わせて設置をします。 

Ｑ 公共汚水ます位置の要望を取ると聞いたが、公共汚水ますを設置するだけで賛成とみ

なされるのか。 

Ａ 実は別府地区がそのような状態になっています。工事自体には賛成したが、接続につ

いては賛成していないと言われるかたがいっらしゃるので、実際に接続をしていただ

ける方を賛成としたいと思います。 

Ｑ 公共汚水ますの大きさはどれくらいか。 

Ａ 直径２０㎝です。 

 

平成２４年１月２７日 西只越公民館 

 

Ｑ 下水道計画以外の区域はどうなるのか。浄化槽で整備されるエリアの人の税金をつか

って下水道を整備するので不平等感がある。 

Ａ 下水道が実施されることになれば、合併浄化槽の区域については、現行の浄化槽設置

補助金制度を見直して、下水道計画区域の人とあまり差が大きくならないような補助

制度を考えていきたいと考えています。 

Ｑ 下水道を普及させたいのであれば料金をもっと考えた方がいいのでは。 

Ａ 必要な経費などを基に下水道使用料を決定しているので、それもあわせて検討してい

きたいと思います。 

Ｑ 井戸メーターの設置場所はどこか。 

Ａ 井戸水を汲み上げるポンプ付近に設置します。 

Ｑ 合併浄化槽はいろいろなタイプがあるが、どれも同じと考えてよいか。 

Ａ 国土交通大臣に認可されているものなら、機能的にはどれも同じと考えてもらって結

構です。 



Ｑ 下水道を接続する際の助成金（年数、金額）が少ないため、普及しないのではないか。 

Ａ まず、助成金の目的として、下水処理は生物処理ですので、微生物のエサが早くほし

いために年数をある程度限定して助成金を出しています。また、金額については他市

町村より多いと認識しています、そもそも助成金がない自治体も多い。ただ、助成金

制度を設けても接続が進まなかった現実もあるので今後検討していきたい。 

 

平成２４年１月２９日 本田コミュニティセンター 

 

Ｑ 受益者負担金は、合併浄化槽の人にもかかってくるのか。 

Ａ 受益者負担金の制度は、下水道が整備されることにより土地の価値や利便性があがる

ための制度です。下水道供用開始区域内の合併浄化槽の取り扱いについては、今後検

討していきたいと考えています。 

Ｑ 下水道に接続をした後の浄化槽の維持管理費はいくらぐらいかかるのか。 

Ａ 下水道を接続するときに浄化槽は壊すので、維持管理費は不要になります。 

Ｑ 浄化槽の耐用年数はどれくらいか。 

Ａ 国のマニュアルでは２６年ですが、条件によって変わってくると思います。本体は長

期間使用できると思いますが、電気系統や機器の壊れる年数は様々だと思います。 

Ｑ 優先順位の決め方に疑問がある。ある程度下水道の計画がわからないと要望に答えよ

うがない。 

Ａ 汚濁の進み具合、要望、効率性などをあわせて決定していく予定です。 

Ｑ 他の地域を整備するための下水道の本管が偶然家の前を通ったら受益者負担金は必要

になるのか。 

Ａ 下水道整備はエリアごとに認可をとりながら進めていきますので、そのエリアが対象

地域に入っていなければ受益者負担金は賦課されません。 

Ｑ 下水道の接続助成金が合併浄化槽の補助金を受けた人には出ないのはなぜか。 

Ａ 同じような目的のために公平性の観点から二重で補助金（助成金)は出ないようなル

ールになっています。 

Ｑ 工事費用の参考金額を教えて欲しい。 

Ａ 工事内容や指定工事店それぞれによって金額は異なりますので、お答えできません。

見積もりを取っていただくしかありません。 

Ｑ ３年以内に下水道へ接続しなかった場合の罰則はあるのか。 

Ａ 罰則はないのが現状です。（罰則が無いと回答しましたが、くみ取り便所については、

罰則はありますが適用をしていないという意味です。） 

Ｑ 下水道整備がここまで遅くなった理由は何か。 

Ａ 今まで、他の事業の関係で下水道が重要とされてなく、優先順位の中で遅くなったの

ではないかと推測しています。ただ、このままではいけないということで平成２０年

度に有識者や公募市民の方を含めた審議会において何度も審議を行った結果、答申を

得て今後どのように汚水処理を進めていくか決まり、現在に至りました。 


